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この本は，台風を専門とする若手研究者３名によ

る，力のこもった台風の入門書である．入門書とは

いっても，従来のデータを本書のために新たに解析し

なおして理解しやすいグラフにしたり，最新の研究動

向をわかりやすく記述したりと，様々な工夫が施され

ている．気象を専門としない防災関係者や理科系の学

生が台風に関する全体像を最新の情報を含めて理解し

ようとするときに最適である．また，気象の専門家に

とっても，台風に関する知識を整理する上で好著であ

ると考えられる．全体の構成も良く考えられており，

気象を専門としない人が読みやすいように，導入部と

しての歴史に影響した台風の話（第１章）の後，最も

重要な防災関連事項をまず説明し（第２章），次いで

台風に関する一般的知識（第３，４章），メカニズム

など専門的な内容の入り口（第５，６章），台風予報

の現場と将来像の紹介（第７，８章）となっており，

読者の知識や興味によってどこまで読み進めるか選べ

るようになっている．

第２章では，台風がもたらす災害について網羅され

ると共に，防災対策のあり方についても記述されてい

る．防災関係の方は，この章を読むだけでも台風災害

のポイントが押さえられ，防災対応の考え方が整理さ

れる．図書として扱いにくい，動画についてはHP

アドレスを紹介するなどして，記述に厚みを持たせて

いる．気象庁が平成25年８月から運用を開始した特別

警報では，台風を要因とする特別警報は，沖縄地方・

奄美地方・小笠原諸島では中心気圧910hPa以下また

は最大風速60m/s以上，前記以外の地域では中心気

圧930hPa以下または最大風速50m/s以上の勢力を

保った台風が接近または通過する地域に発表される

が，このような猛烈な台風や非常に強い台風が接近し

た際，どのような暴風災害，高潮災害，波浪災害が発

生するかをイメージすることが出来る．瞬間風速でな

く10分間平均風速である最大風速が50m/sや60m/s

という風がいかに特別であるかを知ることが出来る．

また，大雨に関しても，最近の顕著な台風事例等を基

に，土砂災害警戒情報等事前に発表される情報を活用

した早めの対応の重要性や各人が住んでいる周囲で起

きる災害を事前に押さえておく事の大切さを述べてい

る．

第３章では，地球上の各地域別での台風の特性や，

国による熱帯低気圧の定義の違いが一覧表で示されて

おり，海外での台風の情報を扱う際や日本と比較する

上で重宝できる資料となっている．

第５，６章では台風のメカニズムや台風と海洋との

相互作用を記述しており，本書において研究者として

の著者が特に力を入れている記述であると思われる．

台風の維持・発達のメカニズムとして，従来から言わ

れていたCISK以外に，WISHEと呼ばれるメカニズ

ムが提案されており，このWISHEについてもわか

りやすく解説されている．ただ，CISKとWISHEが

まったく別の考え方か，お互いに関係しているのかと

いった点については触れられておらず，このあたりの

ことについて知りたくなる．また，台風と海洋は相互

作用しており，それが台風の発生・発達やあるいは抑

制にも関係していることは定性的には理解されている

が，定量的に理解するには，まだ多くの課題があり，

これらの課題を解決することで，台風の強度予報の精

度が向上すると考えられる．

台風の進路予報は，数値モデルの改良や新たな観測

データの取り込みにより，確実に精度が向上してきて

いる．しかしながら，進路予報に不確定要素があるの

は事実であり，そうした不確定要素を逆手に利用した

アンサンブル予報の技術開発が進んでいる．一方，台

風の強度予報には，数値モデル自身の課題，観測デー

タの制約，大気と海洋の相互作用など現象自身の理解

促進等の課題があり，数値予報のみではなく統計的な

手法との併用が現実的である．このように強度予報に

は，より不確定な要因があり，今後の研究成果に負う

ところがより大きいと考えられる．このあたりの実情

については，第７，８章に詳しい．

気象台の現場で，日々台風の監視を行っていると，

教科書に書かれているような典型的な台風とは異なる

特徴に悩まされることが多い．眼の形や大きさ・雲の

特徴からは，猛烈な台風だと予測されるのに，上陸し

てみるとそれほどの暴風が吹かなかったり，台風の中

心はまだ遠くにあり暴風域には入っていないが早い段

階から暴風に近い風が吹いたりということもある．台

風の周囲の風の非対称性は，台風自身の移動速度の加
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算・減算で説明されるが，定量的にこれで説明しきれ

ない場合もある．台風に関しては，現象が観測データ

の乏しい海上にあって激しいことから，実況監視・予

測ともに，まだまだ不十分である．この本を読んだ，

若い研究者の活躍に期待したい．

（気象庁観測部 赤枝健治)
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2 島津賞の015年度 募集および島津科学技術振興財候補者推薦 助成の募集

１．島津賞

(1)表彰の対象

科学技術，主として科学計測および

団研究開発

領

域における基礎的な研究において，著しい成果をあ

げた功労者

(2)表彰の内容

賞状，賞牌，副賞賞金500万円

(3)表彰件数

１件

この賞の応募には学会の推

その周辺の

す．気象学会

から推薦するにふさわしい方をご存知でしたら，簡単

な推薦理由を添えて気象学会（下記）あて2015年８月

28日（金）までにお知らせ下さい．

連絡先：〒100-0004東京都千代田区大手町1-3-4

気象庁内 日本気象学会

部外表彰等候補者推薦委員会

２．島津科学技術振興財団研究開発助成

(1)助成の対象

科学

薦が必要で

して科学計測およびその周辺の領

域における基礎的な研究

(2)応募の資格

原則として，国内の研究機関に所属する45歳以下

の新進気鋭の研究者

(3)助成の金額

総額1,200万円（１件につき100万円以下）

この助成の応募には学会の推薦は必要ありません．

詳しい応募要領，申請書用紙は下記のホームページか

らダウンロードできます．応募される方は，各自で書

類を入手のうえ，2015年９月30日必着で下記財団に送

付してください．

公益財団法人 島津科学技術振興財団

〒604-8445京都市中京区西ノ京徳大寺町１番地

Tel：075-823-3240，Fax：075-823-3241

URL：http://www.shimadzu.co.jp/SSF

技術，主と


